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ど
の
講
座
も
受
講
者
の
皆
さ
ん

が
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
意

欲
的
に
学
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ

と
で
、
心
は
豊
か
に
な
り
、
そ
の

う
え
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
多

く
の
人
達
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま

す
。
今
回
紹
介
し
た
講
座
は
受
講

料
が
無
料
で
す
。
こ
れ
か
ら
新
し

い
趣
味
を
始
め
る
第
一
歩
に
は
最

適
だ
と
思
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
講
座
に
参
加
し
て
、

自
分
の
世
界
を
も
っ
と
も
っ
と
広

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

木
津
総
合
会
館
は
、
人
権
推
進

室
・
人
権
教
育
室
の
事
業
を
所
管

し
、「
隣
保
館
・
児
童
館
」
を
併
設

し
た
施
設
で
、
人
権
に
か
か
わ
る

地
域
の
拠
点
と
し
て
人
権
教
育
・

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
差
別
の
な
い
人
権
文
化
に
満

ち
た
町
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
生

活
や
文
化
の
向
上
と
、
地
域
に
お

け
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
講
座
の
受
講
料
は
無

料
（
た
だ
し
、
保
険
料
要
・
教
材

費
実
費
）
で
、
講
師
の
皆
さ
ん
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
形
で
教
え

て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

人
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
年
に
１
度
の
募
集
の
際

に
は
新
規
申
込
み
の
人
を
優
先
し

て
い
ま
す
。

会
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
主
催
講

座
以
外
に
も
８
つ
の
自
主
グ
ル
ー

プ
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
19
年
度
の
主
催
講

座
の
募
集
は
３
月
中
旬
開
始
の
予

定
で
、
く
わ
し
い
講
座
内
容
や
申

し
込
み
方
法
は
３
月
15
日
に
新
聞

に
折
り
込
ま
れ
る
「
木
津
総
合
会

館
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
木
津
総
合
会

館
（
�
７
６
８
・
０
２
１
７
）
へ
。

住
民
の
交
流
の
場
と
し
て

久保田 由美

中橋 弥里

�
和
気
あ
い
あ
い
と
練
習
に
励
む
三
味
線
教
室
の
皆
さ
ん

名刺づくり・ハガ

キ作成・デジカメな

どのコースがあり、

初心者のためにゆっ

くりすすむ「かめさ

ん教室」や、託児つ

きの「こあら教室」、

「パソコン絵画教室」、

「小学生パソコン教

室」など、全１～４

回の短期講習で選択して受講できるのが魅力です。

「かめさん教室」では５人の受講者がエクセル

でカレンダーを作成していました。少人数制なの

で、一人ひとりに目が届きます。講師はパソコン

サークル「シフォン」のメンバー達。この日の講

師の行徳美子さんと浦東亜矢さんは「皆さん熱心

で、私達のほうが元気をもらっています」と微笑

まれました。受講者の前田安活さんは「習ったこ

とを仕事で生かしたいです」と話されました。

▲一人ひとりに丁寧な指導

選んで学べる　パソコン教室

館外での写生・万華鏡作り・

たい焼きの魚拓をとるなど、バ

ラエティー豊かな内容で行われ

ています。子ども達はパチンコ

台のような「玉転がしゲーム」

を製作中。慣れない釘打ちに四

苦八苦しながらも、コツをつか

むとうまく釘が打てるようにな

り、楽しい作品ができました。

講師の米田由美さんは「人と

同じではなく、自分のやり方で

作品づくりに取り組んで欲しいです。良い物を作り上げた時の満

足感が子ども達の自信になります」と語られました。昨年1 2月に

は世界各国から6 , 5 9 8点の応募があった「読売国際漫画大賞」の

ジュニア部門で、楊津小学校４年生の石塚明子さんが優秀賞を受

賞するなど、教室の中で子ども達の力が大きく育っています。

▲釘打ちにチャレンジ

作品作りでいろんな経験　子ども美術ラボ

筆を持つのは学生以来という受講者

が多いこの教室では、まず筆に慣れる

ことから始まります。漢字・かなの基

礎をしっかり学び、「いながわまつり」

の作品を仕上げます。その後、古典や

いろいろな書体の作品を練習します。

講師の永原雅春さんは「書道は一本

の線の芸術です。書くことを楽しんで

ほしいと思います」と語られました。

受講者の皆さんは「筆を持つこの時間

は、家事を

忘れて書く

ことだけに

集中できる

至福のひと

時です」と

いきいきと

書道に励ん

でいました。

子ども

達は講師

が作った

お手本を

見ながら

毛筆と硬

筆を練習。

元気いっ

ぱいの子

ども達も、筆を持ったとたん背筋がピンと

伸び、落ち着いて真剣に書いていました。

「習字をすることで書き順や形も正しく覚え

られます。書いた字を厳しい目で見ること

が上達につながります」と話される講師の

吉見二郎さん。子ども達は「きれいな字が

書けるようになりたい」と何枚も何枚も練

習し、先生に添削してもらっていました。
「H e l l o , t e a c h e r！」と子ども達のあいさ

つでクラスは始まります。出席をと

る先生への返事も「H e r e」と本格的。

英語の歌やジェスチャーゲームなど

を通して、遊びながら自然に英語に

慣れ親しんでいます。耳で覚えた英

語なので「アップル」ではなく「ア

ぷぅ」と発音もなかなかのものです。

講師の岩木康子さんは「世界には

いろいろな人がいて文化の違いもあ

ることを知ってほしい。さまざまな

国の先生に参加してもらい一緒に遊

ぶ時間を楽

しんでいま

す」と語ら

れました。

子ども達に

は外国人と

遊ぶ楽しい

時間に言葉

の壁などな

いのかもし

れません。

▲真剣に取り組む子ども達

小原流生け

花教室では、

和気あいあい

と楽しい雰囲

気の中、受講

者の皆さんが

それぞれの水

盤に向かって

花を生けていました。月に一度のお稽

古ですが、季節ごとの行事に合わせた

花を生ける中で、小原流の基本の形を

学べるようにと講師の喜多豊梅さんは

工夫されています。

「家の中にお花があると心が和みま

すよ」と受講者のおひとり。会館の玄

関ホールに講師の作品が飾られると、

確かにその場の雰囲気がほんのりと暖

かく感じられました。

県道川西篠山線を北に向かって

進み、スポーツセンターを過ぎて

しばらく行くと、木津総合会館の

小さな案内看板があるのをご存知

ですか。右に曲がって坂を少し上

がると、昭和5 1年に開館した3階建

ての会館があります。

今回はここで開催されている7つ

の主催講座を訪ね、お話をうかが

いました。
歌いながら弾く民謡を中心にお稽

古をしている教室です。

講師の橋本千鶴さんと受講者の皆

さんは、年に１度の学習発表会での

演奏のほか、天河草子でのボランテ

ィア演奏や姉妹都市バララットから

の交換留学生への体験指導など、日

本固有の伝統楽器である三味線と民

謡を通して文化交流を図る活動もさ

れています。

「三味線は難しい楽器なので毎日

少しずつでも練習しています。頭の

体操にもなるし、地元に友達もでき

て楽しいですよ」と話される受講者

の皆さん。心をひとつにして演奏す

るバチさばきに、三味線に対する皆

さんの熱い情熱が感じられました。

日本の心　三味線民謡教室

書くことを楽しむ　書道教室

楽しいが一番！ 英語であそぼ

▲外国人の先生と一緒

▲洋風の作品を生ける

暮らしの中に花を　生け花教室

▲基本に忠実に筆を運ぶ

背筋を伸ばして筆を持つ　習字教室

趣味を通して広がる人の輪
木津総合会館


